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８
月
２
６
日
に
駒
ケ
根
市
議
会

第
４
回
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
平
成

２
６
年
度
決
算
や
条
例
改
正
案
と

補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

市
議
会
全
員
協
議
会 

 

議
会
開
会
前
日
の
８
月
２
５
日

に
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
５
件
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

１
）
第
２
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の 

 
 
 

実
施
状
況 

（
２
）
駒
ケ
根
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、 

 
 
 

総
合
戦
略
骨
子
案 

（
３
）
学
校
給
食
未
納
者
に
対
す
る 

 
 
 

訴
訟
に
つ
い
て 

（
４
）
保
育
料
の
誤
徴
収
に
つ
い
て 

 
 
 

(

駒
ケ
根
市
は
該
当
者
な
し) 

（
５
）
長
野
県
が
実
施
す
る 

 
 
 

多
子
世
帯
生
活
支
援 

 

こ
の
う
ち
総
合
戦
略
骨
子
案
は
、

創
生
法
に
定
め
ら
れ
た
「
５
か
年
計

画
」
で
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
示
す

駒
ケ
根
市
の
人
口
の
現
状
と
将
来

の
姿
を
踏
ま
え
活
力
あ
る
駒
ケ
根

市
を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
す
る
。 

 

対
象
期
間
は
２
０
１
５
年
度
か

ら
２
０
１
９
年
度
の
５
年
間
。 

            
 

        

第
４
次
総
合
計
画
と
連
動
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。 

 

４
つ
の
基
本
目
標
と
し
て 

１
、
駒
ケ
根
市
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、 

 

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
。 

２
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
。 

３
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・ 

 

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
。 

４
、
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、 

 

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
。 

 

 

駒
ヶ
根
市
の
人
口
の
将
来
展
望

で
は
、
出
生
率
は
国
よ
り
０
．
２
程

度
高
い
数
値
で
推
移
し
て
お
り
、
子

ど
も
３
人
が
理
想
と
し
て
い
る
人

が
５
割
あ
り
、
２
０
２
５
年
ま
で
に

人
口
が
維
持
さ
れ
る
２
．
１
と
設
定

し
て
い
ま
す
。
転
入
・
転
出
も
２
５

年
度
に
均
衡
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

市
民
の
力
と
創
意
と
知
恵
を
結

集
し
、
国
か
ら
の
押
し
つ
け
で
な
い

駒
ケ
根
な
ら
で
は
の
計
画
と
実
践

の
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

学
校
給
食
未
納
者
に
対
す
る
訴
訟

に
つ
い
て
は
、
７
人(

８
件)

総
額
７

０
万
９
千
円
。
平
成
１
５
か
ら
２
４

年
度
１
万
２
千
円
か
ら
１
９
万
２

千
円
。
す
で
に
子
ど
も
が
中
学
を
卒

業
し
て
い
る
者
。
平
成
２
６
年
度
ま

で
の
全
体
の
滞
納
額
は
９
１
７
万

３
千
円
、
滞
納
者
は
９
９
人
。
５
年

以
上
連
絡
が
と
れ
ず
居
住
地
不
明

な
７
名
分
は
不
納
欠
損
に
し
て
い

ま
す
。
生
活
困
窮
者
に
は
、
準
要
保

護
児
童
・
生
徒
就
学
援
助
費
で
対
応
。

同
意
を
得
て
児
童
手
当
か
ら
の
納

入
実
施
。
説
明
に
対
し
坂
本
議
員
は

訴
訟
す
る
に
は
悪
質
の
程
度
は
ど

の
よ
う
に
判
断
す
る
か
、
支
払
う
能

力
が
あ
る
の
に
督
促
に
反
応
な
い

の
か
質
問
。
就
学
援
助
な
ど
で
対
応

し
て
お
り
訴
訟
対
象
者
は
こ
の
方

法
で
決
定
し
た
と
答
弁
。 

 
長
野
県
が
実
施
す
る
事
業
の
多

子
世
帯
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
で
は
、
対

象
世
帯
は
年
度
末
１
８
歳
以
下
の

子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
に
、

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
１
人
に
対

し
１
万
円
。 

 

プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
な

が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー

ト
に
多
子
世
帯
む
け
の
優
遇
サ
ー

ビ
ス
を
追
加
し
、
協
賛
店
で
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。
対
象
は
１
８
歳
以

下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世

帯
。
駒
ケ
根
市
の
対
象
世
帯
は
５
７

０
世
帯
、
６
４
０
人
、
協
賛
企
業
は
、

４
８
企
業
。 

  
 

条
例
案
件 

 
 
 

 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
に
関

す
る
条
例
で
は
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
、
当
面
は
住
基
カ
ー
ド

と
同
じ
で
す
が
、
今
後
年
金
な
ど
多

く
の
情
報
が
組
み
込
ま
れ
、
情
報
流

失
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

２
６
年
度
財
政
指
標 

 

財
政
力
指
数
は
０
．
５
６
で
前
年

度
と
同
じ
１
に
近
い
ほ
ど
強
い
。 

 

経
常
収
支
比
率
は
８
９
．
６
％
で

０
．
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
低
い
ほ
ど

柔
軟
な
財
政
運
営
が
可
能
。 

 

将
来
負
担
比
率
は
１
７
９
、
２
％

で
７
．
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
県

内
１
９
市
や
類
似
団
体
の
平
均
５

０
％
と
比
べ
大
き
な
開
き
が
あ
る
。 

                   

 

補
正
予
算
主
な
事
業 

 

補
正
予
算
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
付

金
積
立
に
７
０
７
０
万
円
。 

 

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
な

ど
に
１
４
０
２
万
円
。
第
３
セ
ク
タ

ー
改
革
事
業
に
１
５
９
５
万
円
。 

 

道
路
橋
梁
に
３
２
０
０
万
円
。 

 

市
議
会
に
請
願 

 

 

今
国
会
で
の
「
安
全
保
障
関
連
法

案
」
の
撤
回
、
廃
案
を
求
め
る
請
願

書
が
、
戦
争
法
案
の
廃
止
を
求
め
る

駒
ケ
根
市
民
の
会(

代
表 

松
久
芳

樹
さ
ん)

か
ら
８
名
の
連
名
で
提
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 

６
月
議
会
で
は
、
慎
重
審
議
等
の

陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
採
択
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
国
会
も
最
終

盤
に
な
り
、
戦
争
す
る
な
・
・
・
の

声
を
地
方
か
ら
国
に
届
け
る
た
め

に
共
同
し
ま
し
ょ
う
。 
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審
議 

第４回（９月）定例市議会日程  
 

８月２５日(火) 議会全員協議会 

２６日(水) 市議会開会 提案説明 

      質疑  

２７日(木) 一般質問通告 

  ２８日(金) 質問ヒヤリング 

９月 ７日(月) 一般質問 

     ８日(火) 一般質問 

 ９日(水) 総務委員会 

１０日(木) 建設産業委員会 

１１日(金) 教育民生委員会 

１４日、１５日 予備日 

１７日(木) 議会運営委員会 

１８日(金) 本会議 委員長報告 

 質疑 討論 採決 

 


